




















干渉システムは、無線 LAN にも用いられている、DSSS（Direct Sequence Spread 
Spectrum）、FHSS（Frequency Hopping Spread Spectrum）、CCK（Complementary Code 
Keying）、OFDM（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）、及び移動体通信にも






第１章は序論であり、本研究の背景を述べている。Society 5.0 の実現に向けて IoT












域制限された DSSS、CCK、OFDM 変調方式を対象とし、伝送帯域の 1/20 程度の狭
帯域干渉波が混入した場合を想定し、干渉波の中心周波数の違いが SINR（Signal to 
Interference plus Noise Ratio）に与える影響を考慮した PER（Packet Error Rate）推定のた
めの計算モデルを新たに提案している。従来の通信品質評価方法では十分に考慮されて
いない帯域通過フィルタ（BPF：Band-pass Filter）が干渉波に与える影響の周波数特性、
及び DSSS や CCK で用いられる拡散符号に起因する逆拡散時の干渉波抑制効果の周波数
特性の、両者を考慮したモデルの有効性と適用範囲について論じている。さらに、与え
られた SINR に対して、DSSS、CCK、OFDM の転送速度（スループット）を算出し、SINR
ごとに実効的なスループットを最大とする最適な方式の選択法について論じている。  
第３章では、広帯域干渉波に対する通信品質の評価方法として、  2.4GHz 帯などのア
ンライセンスバンドで複数のディジタル無線通信システムが存在する際に、一方の通信
信号が他方に対して広帯域干渉波として作用する場合について、その影響を考慮した通
信品質評価方法を提案している。同一チャネルを使用する DSSS 及び FHSS システムを 
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パルス性妨害波が存在する場合は個々の妨害パルスに対する PER の合成により PER
推定が可能であること、 (4)パルス間インターバルの期待値を用いることにより、パ



















OFDM 変調方式を対象とし、干渉波の中心周波数の違いが SINR（Signal to 
Interference plus Noise Ratio）に与える影響を考慮した PER（Packet Error Rate）
推定のための計算モデルを新たに提案している。帯域通過フィルタ及び逆拡散に
よる干渉波抑制効果の周波数特性を考慮した SINR の算出方法と PER 推定方法を
新たに提案し、その有効性と適用範囲について示している。 
２．広帯域干渉波に対する通信品質の評価に関しては、同一チャネルを使用する















（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 31 年 3 月
25 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
